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ギー的な基準を構築することができた．このことは，地すべりや付加体内における分岐断層の不安定性評価及
びすべり面の推定への応用の可能性を示した． 
別 紙 
 
論文審査の結果の要旨 
 
本研究では，断層における摩擦不安定性に関して理論的考察及び実験的考察を行い，断層ガウジ
層内における内部摩擦角が支配的であることを明らかにした．さらに摩擦不安定性をエネルギー論に
基づき評価する基準を構築した．  
摩擦不安定性に関する理論的考察では，力学及びエネルギー論に基づき，系に対する減衰効果が
系の力学挙動を支配することを示した．減衰効果としてはすべり面に作用する摩擦などが挙げられる．
さらにシステム論及び粒状体の変形をエネルギー的に記述した Rowe のエネルギー比最小の法則を援
用することで，断層における系の内部機構がエネルギー散逸最小を満たすよう駆動することを示した．こ
うした理論的考察を基に摩擦不安定性に関する新たな評価基準を示した． 
実験的考察では，模擬断層ガウジを用いて摩擦すべり実験を実施した．実験には東北大学所有の
ガス圧式三軸試験機を使用し，試料には乾燥石英粉を模擬断層物質として用いた．実験より断層系に
おける摩擦不安定性は内部摩擦角によって支配されることを示した．つまり断層における系の内部機
構は，内部摩擦角によって表現される粒子配列や剪断構造が摩擦不安定性を決定する上で支配的で
あることを明らかにした．そこで実験データを基に，断層ガウジ層内における剪断構造に関してその剪
断角を算出し，定量的に評価した．その結果，封圧に依存して剪断構造の不均質性が異なることを明
らかにした．こうした構造不均質性の差異は不安定すべりの発生メカニズムの違いを示唆するものの，
剪断構造そのものが摩擦不安定性に関して支配的なのではなく，剪断構造発達を統計的に内部摩擦
角によって評価することの重要性を示した． 
本研究より，断層における摩擦不安定性はエネルギーの散逸過程と密接に関連しており，ガウジ層
内における粒子配列や剪断構造発達が関与する内部摩擦角によって支配されることを，理論的及び
実験的考察を通じて明らかにした．また摩擦不安定性に関するエネルギー的評価基準を構築した．こ
のことは，地すべりや付加体内における分岐断層の不安定性評価及びすべり面の推定への応用の可
能性を示した． 
以上の成果は，すでに 2 編の国際学術雑誌に公表されており，本人が自立して研究活動を行うに
必要な高度の研究能力と学識を有することを示している．したがって，平田萌々子提出の博士論文は
博士（理学）の学位論文として合格と認める． 
